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Happy Office Project

シングルマザーの本音 最新アンケート結果

聞こえてくるシングルマザーの悲鳴

－経済危機の影響についてのアンケート調査結果－

～ 子どもの教育費等の負担と今後の生活に悩んでいます ～
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はじめに

この未曾有の世界経済・金融危機の中、昨年末から、トヨタ、パナソニック、ソニー、キャノンと
いった日本の代表的企業が軒並み業績を悪化させ、非正規だけでなく正規社員の雇用すら守
られなくなってきています。

そんな中、仕事と子育てなどの生活を一人で背負わなければならない母子家庭の母は、雇用
などの面で一層厳しい状況に置かれ、ワーキングプアの典型です。

そこで、ハンド・イン・ハンドの会の会員を対象に、この経済危機の影響等母子家庭を取り巻く
課題について把握するためのアンケート調査を行いました。

調査は2009年3月１日～31日の1ヶ月間実施し、57通の回答を得、うち離婚・別居中の５４人に
ついて報告します。

【問合せ先】

子どもHAPPY化計画実行委員会

住所： 〒102-0082 東京都千代田区一番町4-42 一番町IIビル6F
ハンド・イン・ハンドの会内

TEL： 03-3261-1835 FAX： 03-3261-1836
MAIL： happy@gendai-kazoku.jp

mailto:happy@gendai-kazoku.jp
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アンケートの回答者構成

40代がトップ、全国各地から回答

回答者の居住地は大阪がトップで14.0％、東京が12.3％、埼玉が8.8％、兵庫が8.8%と続き、北海道から長崎と全国に
渡っています。

年代は40代が50.9％とトップ、50代が26.3％、60代以上が8.8％、30代が7.0％と続いています。

現在の状況は回答者は、離婚女性が78.95％、婚姻中が21.05％で、離婚後、10年以上が6割を占めています。

現在の状態 離婚後の年数年齢

年代 件数 ％

20代 0 0.00

30代 4 7.02

40代 29 50.88

50代 15 26.32

60代以上 5 8.77

不明 4 7.02

総数 57 100.00

状態 件数 ％

同居 2 3.51

別居 9 15.79

離婚 45 78.95

単身赴任 0 0.00

家庭内別居 1 1.75

死別 0 0.00

その他 0 0.00

不明 0 0.00

総数 57 100.00

年数 件数 ％

5年未満 5 11.11

　1年未満 2 4.44

　1～2年 2 4.44

　3～4年 1 2.22

５～10年未満 11 24.44

10～15年未満 13 28.89

15～20年未満 12 26.67

20年以上 2 4.44

不明 2 4.44

総数 45 100.00

別居年数(単身赴任含)

年数 件数 ％

5年未満 3 33.33

　1年未満 0 0.00

　1～2年 1 11.11

　3～4年 2 22.22

５～10年未満 1 11.11

10～15年未満 3 33.33

15～20年未満 0 0.00

20年以上 0 0.00

不明 2 22.22

総数 9 100.00
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母子家庭の母親は、子どもの教育費負担に悩んでいる

低い収入から子どもの教育費を捻出することが難しく、塾・参考書等進学準備が苦しく(25.0%)、希望通り
の進学をさせてやれそうにない(16.7%)ケースや学費が払えなくなりそう（13.9%）なケースも出ています。

また、子どもがまだ小中学生なので何とかなっているが、年齢が上がるとどうなるかわからない、この先は
どんどん切崩すことになるのではと、将来の不安を抱く人もいました。

「進学を諦めて就職させることになった」という回答は0件であり、貯金を切り崩す、財形住宅預金の解約、
生命保険の解約、学資保険で借入をするなどしてでも進学させるよう資金繰りをしている様子が伺えます。

推察
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進学を諦めて就職させることになった

給食費・教科書代が苦しくなった

通学費が苦しくなった

学資保険を切崩した

学費が払えなくなりそう

希望通りの進学をさせてやれそうにない

子どもの貯蓄を切崩した

塾･参考書等進学準備費が苦しい

4月から長男が大学生になり、一人暮らしをするので生活費が苦しくなりそう

子どもがアルバイトと奨学金でほとんど払っている、親はテキスト代程度のみ

子どもの学費は年々増える

今はまだ小中学生なので何とかなっているが、この先はどんどん切崩すことに
なると思う

生命保険を解約した

財形住宅預金を解約した

学資保険で借入をした

子どもが高卒で就職

今のところ変化無し

小学生なので特にないが、年齢が上がるとどうなるかわからない

教育費の悩み N=子が学生以下36名、複数回答

(回答数)
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母子家庭の母親(離婚・別居中のケース)で、養育費を受け取っているのは半数以下
（ハンド・イン・ハンドの会の会員は、調停離婚や裁判離婚をした人が比較的多いため、受け取っているのは全国平均（19.0%）より多い※）

子どもを持つ母親の約半数が養育費を「受け取っている」（37.3%）または「受給を満了」（17.7%）しています。

しかし、母親の約4割は養育費を「受け取っていない」（33.3%）または「途絶えた」（7.8%）ため、別れて暮らす
父親から受け取っていません。

※厚生労働省雇用均等・児童家庭局「全国母子世帯等調査」（平成18年（2006）年）によると、養育費の受給状況については、
現在も受給している者が19.0%、受けたことがあるものが16.0%、受けたことがない者が59.1%となっている。養育費を現在も受けている
又は一度でも受けたことがある者の養育費の1世帯当たりの平均額は、月額42,008円となっている。

養育費の支払い

受け取っている,
 19人,（37.3%)

不明, 2人,（3.9%）

受け取っていない, 17人,
（33.3％）

途絶えた,
 4人, （7.8%）

満了(すべて成年),
 9人, (17.6%)

N＝51人(72人の子ども［成年･未成年含む］を養育している母親)
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母子家庭の母親は、9割が働いているが、不安定雇用の人も多くその家計は苦しい

雇用： 就業状況について

８７%の人が働いている

正社員が40.7%、公務員が13％と半数近くが正規で働
いています。

パートや派遣、契約社員等、不安定雇用の人が33.3%
おり、仕事を掛け持ちしている人もいます。

１３%の無職の人の理由の一例

体調不良、夫のＤＶによりうつ病になって働けない

精神を患い４ヶ月間入院していた

父の介護でひざを痛め肉体労働ができず、仕事がみつ
からない

不況の影響により昨年末に解雇された

定年退職時に継続雇用を希望したが断られた

職業と就業形態

正社員, 22人,
(40%)

パート, 9人,
(17%)

公務員, 7人,
(13%)

その他, 4人,
(7%)

契約, 3人,(6%)

派遣, 2人, (4%)

無, 7人,(13%)

N=54人(離婚と別居ケース)
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母子家庭の母親は、4割が月収15万円未満で生活している

雇用： 勤労収入について

月収（年間の賞与込みの平均金額）が分かっている32人中では15万円未満が40.6%

月収が「なし」が5.6％、「10万円未満」が5.6%、｢10～15万円未満｣が13%となっています。

※月収15万円未満を年収（12ヶ月分）にすると180万円未満となり、2人家庭での相対的貧困といえます。
また、日本の子どもの相対的貧困率13.7%（OECD 2008年度）と比較すると、高い水準といえます。

N=54人(離婚と別居ケース)
現在の月収

30～40万円未満, 3人

25～30万円未満, 4人

20～25万円未満, 1人

15～20万円未満, 6人

10～15万円未満,7人

10万円未満, 3人,

なし, 3人

40万円～, 5人

不明, 22人
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母子家庭の母親は、働いていても、経済的に苦しい

雇用： 経済的苦しさについて

正規雇用者、公務員でも約62％は経済的に苦しい状況にある

無職をはじめ、パート、派遣では、100％が経済的に苦しい状況にある

職業と経済的苦しさ
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苦しい 苦しくない 無回答

無職

その他

派遣

契約

公務員

パート

正社員

N＝54人(離婚・別居中ケース)

39人 13人 2人
（ 72.2% ） （24.1% ） （ 3.7% ）
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母子家庭の母親の約4人に1人が、この１年で収入が減少している

現在収入がある人において、この1年間で約10人に1人（13%）は、
収入が増加

しかし、この1年間で約3人に1人（38.9％）は収入が減少
収入減少の理由は、仕事量・時間の減少（18%）、賞与の減少（14%）、
不況や病気による退職・解雇（21%）などです。

収入減少や退職・解雇の理由の一部
会社の収益の減少、会社がもうかっていない

家族の病気等で半年休業、復職したが仕事量が減った

病気をして夜勤・残業ができなくなりその分減った、昇給停止に

残業が無くなった

時給から月給アルバイトとなって、残業をできなくなった

正社員からパートになった

賞与の決まりはなく寸志で出ていたが、最近はもらっていない

給与制度の改定と職場移動

公的扶助の減少（児童扶養手当がもらえなくなった）

病気のため無職

夫のＤＶで鬱病になったため無職

辞めた、精神を患い４ヶ月間入院していた

昨夏父の介護でひざを痛めて以来無職、仕送りしてくれていた
父が昨秋亡くなり、現在妹が送金してくれているが不安

退職し、半年後に再就職した時に良い条件の仕事がなかった

その他、労働時間が増えたと訴えるものもあります。
給与は同じで勤務がひどくなった

収入の変化雇用： 経済的苦しさについて
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無回答

その他

給料の遅れ

転職した

解雇された

雇用形態が変わった

無職になった

賞与が減った

仕事量・時間が少なくなった

月給が下がった

（人)

収入変化の理由

N=28(収入変化があった方)、複数回答

減った, 39%

増えた, 13%

変わらない, 40%

その他, 2%

不明, 6%
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母子家庭の母親は、経済的に苦しく、貯蓄を崩して生活している

現在の自衛方法について
「貯蓄を崩す」が30%とトップ

「奨学金」19％や「親族の援助」が17%と
続き、「生命保険の解約・担保に借金」
(17%)をしたり、「学資保険・子どもの貯蓄
を崩す」(11%)と貯蓄を切崩して何とか生
活している状況です。
中には、「新聞を辞める」(15%)、「節約・
倹約」(20%)と少ない収入で切り詰められ
るだけ切り詰める状況が伺えます。
母子寡婦福祉資金は、申請の段階で借
りられない人もいて、自治体によって支
援策の違いが出ています。

今後の自衛方法について
「仕事を増やす」が22%で最も多い

次いで「奨学金」の取得をめざす（11%）な
ど収入を増やす項目が上位に来ていま
す。

雇用： 家計の自衛方法について

「貯蓄を崩す」など現在の資産を使う
にも、「節約・倹約」などの費用を削
減することにも限界があり、今後は
収入を増やさないと生活できない現
状が伺えますが、不況下で仕事は
そう簡単に見つからないようです。

推察

経済状況悪化への自衛方法 N=54人、複数回答
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　無回答

　その他

　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄのﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞを解約

　借金

　生活保護

　友人･知人に借りる

　固定･携帯電話を解約

　転職

　母子寡婦福祉資金を借りる

　学資保険・子の貯蓄を崩す

　子どものバイト

　仕事を増やす

　新聞を辞める

　親族の援助

　生命保険の解約・担保に借金

　奨学金

　節約・倹約

　貯蓄を崩す

現在

今後

自
衛
方
法
有
り

（人）
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母子家庭の母親は、今後は仕事を増やすことで乗り切ろうと考えている
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不明

無し

　無回答

　その他

　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄのﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞを解約

　借金

　生活保護

　友人･知人に借りる

　固定･携帯電話を解約

　転職

　母子寡婦福祉資金を借りる

　学資保険・子の貯蓄を崩す

　子どものバイト

　仕事を増やす

　新聞を辞める

　親族の援助

　生命保険の解約・担保に借金

　奨学金

　節約・倹約

　貯蓄を崩す

現在

今後

自
衛
方
法
有
り

（人）

「現在」のその他（一部）
ケーブルＴＶを解約
初めからインターネット無し、子どもの携帯無し、車無し、外食無し
旅行をやめた、無駄な物(お菓子など)を買わないようにしている
スーパーの特売を利用、外食はしない、趣味の出費を抑える、暖房をまめに消す
出金を抑えている、外に出かけない
外出を控える、美容院に行くのを控える、化粧をしない、本を買わない
母子寡婦福祉資金を借りたいが、申請の段階ではねられた、もうこれ以上切り詰
められない
買う前に「要・不要」をじっくり考え、無駄な買い物を控える、個人年金の積み立て
食費等切りつめる、農家なので米はある
保険の見直しをした

「今後」のその他（一部）
節約する（車通勤→自転車通勤）
60歳で定年になったら、85歳の母と同居し、介護をすることで、住宅費と食費を共
同にしてその分費用を浮かす
残業を増やす
貯金が底をついてきた、やばい
資格を取る
パートでもバイトでもあれば働く
保証人を立てられない自分には何の役にも立たない
保証人がなくても一時期だけでも教育費を借りたい、生活保護は学資保険を
解約しないといけないので、生活保護以下の生活でもやっていくしかない
新聞・固定電話・インターネットは初めから無し
新聞・電話・インターネットの解約は考えるが孤立を決定的にするようで迷う
自殺を考えることがある

「今後」の無し（一部）
健康上の問題でこれ以上仕事を増やせない
毎日生きていくことだけで精一杯、考えることができない

経済状況悪化への自衛方法 N=54人、複数回答
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母子家庭の母親の健康状態に経済危機への不安や厳しい就労環境が影響している

母子家庭の母親の4割が病気や怪我などを患っている。

健康悪化と経済状況の悪化について3／4の人が「関係が有る」と認めている。

1割が病院に通うことができず、その理由は、経済的や時間といった物理的困難（60%）が最も多い。

健康状態

健康と経済状況との関係の有無

【自由記入欄（一部）】
劣悪な職場環境でも我慢して働かないといけないから
仕事が辛いので辞めたいと思っても生活の為に辞めることができないのはプレッ
シャーでありストレスにはなる
収入を確保するために休日がないので疲労が溜まっていく

【自由記入欄（一部）】
パニック障害、PTSD、鬱、慢性胃炎、腰痛、不眠症、不安症
耳鳴り、めまい
金銭的な不安、職場での人間関係、夫との不和で精神的に落ち込みがち
夜の仕事できつく当たられると過呼吸発作がでることがある
疲労で体調を崩す

病気で通院できるか 通院できない理由 （5名、複数回答）

【自由記入欄（一部）】
子どもがいるので健康保険は確保して
おいてやらなければいけないと思う、高く
てきついけど払っている
実際に大病がわかっても入院とか絶対
にできないので走り続けるしかない
仕事が休めない、行きにくい

回答 件数 ％
良好 9 16.67
普通 23 42.59
病気や怪我 19 35.19
その他 3 5.56
不明 0 0.00
総数 54 100.00

回答 件数 ％
有る 41 75.93
無い 4 7.41
その他 2 3.70
不明 7 12.96
総数 54 100.00

回答 件数 ％
できる 46 85.19
できない 5 9.26
その他 2 3.70
不明 1 1.85
総数 54 100.00

回答 件数％
無保険 0 0.00
医療費が苦しい 3 60.00
時間が無い 3 60.00
その他 2 40.00
不明 0 0.00
総数 8 160.00
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Happy Office Project

【ダイジェスト】母子家庭の母親と子どもを取り巻く緊要な課題が浮き彫りに 1/2

今まで見てきた母子家庭を取り巻く課題をシングルマザーの生の声でお伝えします。

子どもの成長に伴い重くなる教育費や生活費の負担
「1月から賃金が一律に５％カット、高校や大学に子どもを進学させられるか心配」
「仕事がパートしかなく子どもの望む大学に入学させられない」
「今はまだ小中学生なので何とかなっているが、この先はどんどん切崩すことになると思う」
「子どもに発達障害があり、精神的に不安定なため学校を休みがち。設備が整っている私立の学校に行
かせるために仕事を増やしたいが、子どもを一人にしておく不安が大きくて動き出せない」
「子どもの就職が決まっていない」
「子どもの仕事や結婚生活が将来どうなるか読めない」

元配偶者からの難しい養育費の履行確保
「調停で養育費を決めたが、元夫は姿をくらまし、居場所が分からなければ強制執行もできず、法律も何
も役に立たない」

社会の偏見
「子どもの学費の貸付の相談に行ったところ母子相談員に馬鹿にされ、ひどいことを言われた」
「母子家庭というだけでいつも他人から冷たい目で見られる、女性が一人で子どもをちゃんと育てられる
収入を得られるのは不可能なのか」

既に節約している上で更に収入減少した場合の生活保護、貯蓄の確保
「母子寡婦福祉資金を借りたいが、申請の段階ではねられた、もうこれ以上切り詰められない」
「ボーナスや給与が減るとギリギリの生活をしているので困る」
「貯金が底をついてきた、やばい」

子どもの貧困、貧困の世代間連鎖を止めるためにも母子家庭の抱える課題解決は重要な意味を持ちます。
私たちは、これらの課題の解決に向けて、政・官・学・民・市民と連携しながら積極的に活動してまいります。
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Happy Office Project

【ダイジェスト】母子家庭の母親と子どもを取り巻く緊要な課題が浮き彫りに 2/2

今まで見てきた母子家庭を取り巻く課題をシングルマザーの生の声でお伝えします。

不況下での勤労収入の確保
「会社の業績が悪化して、いつリストラや収入の減額があるかわからない」
「パートでもバイトでもあれば働く」
「健康上の問題でこれ以上仕事を増やせない」

働き手である母親の健康維持や、親の介護問題、老後の生活の不安
「親の介護が一人娘の自分にかかってきている、介護保険を利用して就労しているが容態が悪くなれば
仕事を辞めないといけない」
「自分の年金がどうなるか心配」
「子どもの教育費を払ったら、自分の老後のお金はなくなってしまう」

精神的にも行き詰っている状況

「生きていくことがこんなにきついなんて思いもしなかった」

「とにかく毎日を生きていくことだけで精一杯」

「自殺を考えたことがある」

各種政策・行政サービス間の齟齬
「生活保護は学資保険を解約しないといけないので、生活保護以下の生活でもやっていくしかない」

子どもの貧困、貧困の世代間連鎖を止めるためにも母子家庭の抱える課題解決は重要な意味を持ちます。
私たちは、これらの課題の解決に向けて、政・官・学・民・市民と連携しながら積極的に活動してまいります。
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